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【「全国食肉センター協議会※」の概要】 

（※農協系統産地食肉センターや県経済連、全農などを会員とする協議会） 

・設立年  1972 年３月  

・食肉処理施設数 34  

・年間取扱頭数 牛 412 千頭 豚 5,976 千頭 （2022 年度） 

 

 

【組織の概要・特色】 

 ○ＪＡグループでは、本会や農協系統産地食肉センターなどを会員

とする「全国食肉センター協議会」を通じ、食肉センター間の連

携強化や従業員の技術、品質・衛生管理の向上を図っている。 

 ○また、1973 年に畜産振興事業団（当時）とともに「全国食肉学

校」を設立し、食肉業界に携わる人材の育成に取り組んでいる。 

 ○本会は 2022 年４月に専任部署として「食肉事業対策室」を設置

し、食肉処理施設を含めた持続可能な畜産事業の方向性の立案に

あたっている。 

資料９ 



当資料には、全国農業協同組合連合会が保有する内部情報が含まれているため、利用・保管などの取り扱いは、十分にご注意ください。
なお、当資料に含まれる情報は、全国農業協同組合連合会の資産であり、本案件以外の目的に利用することはできません。

食肉処理施設の現状と課題

令和6年5月24日（金）

全国農業協同組合連合会



－1－ © 2024 ZEN-NOH
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と畜解体 部分肉加工

脱
骨
・
整
形

包
装

と
畜
処
理

検
査
・
格
付

食卓に食肉が並ぶまで（長大なサプライチェーン）

牛・豚
枝肉

家畜

✔

穀物生産（海外） 消費

食肉

家畜を食肉に変える機能

海上輸送 飼料製造 家畜生産 食肉処理 加工・流通・販売

生
産
者

包
装
肉
加
工 

等



－2－ © 2024 ZEN-NOH

２．家畜が食肉になるまで
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３．食肉処理施設の稼働状況

全国各地で食肉供給基地として食肉センターが稼働

国内にある食肉処理施設 ・・・

うち ＪＡグループが出資している
食肉センター・・・

うち 農協系統産地食肉センター ・・・

１６４か所

５３か所

３７か所

「厚生労働省 令和５年8月３日 と畜・食鳥検査等に関する実態調査の結果について」を基に本会作成

ＪＡグループする食肉センター53か所のうち、

ＪＡグループの出資比率が過半以上を占めるなど、

 いわゆる経営責任を有する食肉センターのこと

※令和6年2月時点の稼働施設数

農協系統産地食肉センターとは
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４．食肉センターが直面する課題

食肉センターの持続可能性に黄色信号

山積する課題

食肉センター

要員の不足

食肉センターを支える技術者の不足 老朽化による施設更新が待ったなし

生産基盤の縮小

による稼働率低下

国際水準の工程管理

への対応

施設老朽化

建築費用の高騰

収益源が限定的で

収支が不安定




